
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 29 年度 事業報告



Ⅰ．（公１）軟式野球大会開催事業 

ア．軟式野球大会開催事業 

１．各種軟式野球大会の開催 

  下表のとおり、事業を終了した。  

大会名 会期 会場 
参 加 

チーム数 
優勝 

天皇賜杯第 72 回全日本軟式野球大会  

ENEOS トーナメント 
10月20日(金)

～25 日(水) 
尼崎市他 57 愛知県・医療法人 和合病院 

高松宮賜杯第 61 回 
全日本軟式野球大会 

1
部 

9 月 22 日(金)

～25 日(月) 
能代市他 32 千葉県・ＡＫＩＲＡ 

2

部 
9 月 29 日(金)
～10 月 2 日(月) 浜松市他 32 鹿児島県・鹿児島サニクリーン 

高円宮賜杯第 37回全日本学童軟式野球大会 

マクドナルド・トーナメント 
 8月10日(木)

 ～16 日(水) 
新宿区他 51 北海道・東16丁目フリッパーズ 

文部科学大臣杯第 8回 

全日本少年春季軟式野球大会 
3 月 24 日(金)

～27 日(月) 
静岡市他 32 石川県・星稜中学校 

第 2回全日本中学女子軟式野球大会 
8 月 25 日(金)

～29 日(火) 
京都市他 38 愛媛県・マドンナジュニア愛媛 

第 34 回全日本少年軟式野球大会 
8 月 6 日(日) 

～10 日(木) 
横浜スタジアム 16 京都府・西京ビッグスターズ 

第 72 回国民体育大会 

(愛顔つなぐえひめ国体) 

成

年

男

子 

10 月 6 日(金)

～9日(月) 
今治市他 32 愛知県・医療法人 和合病院 

第 39 回 

東 日 本 軟 式 野 球 大 会 

１

部 
5 月 12 日(金) 

～15 日(月) 
宇都宮市 28 埼玉県・富 士 電 機 

2

部 
6 月 9 日(金) 

～12 日(月) 成田市他 28 長野県・松本広域消防局 

第 39 回 

西 日 本 軟 式 野 球 大 会 

１

部 
5 月 12 日(金)

～15 日(月) 
福山市他 26 熊本県・熊本サニクリーン 

2

部 
6 月 9 日(金) 

～12 日(月) 
鳴門市他 26 滋賀県・Ｒｏｃｋｅｔｓ 

水戸市長旗 

第 25回東日本軟式野球選手権大会 
11 月 3 日(金) 

～月 7日(火) 
水戸市他 28 静岡県・静岡ガス株式会社 

第 21 回 

西 日 本 軟 式 野 球 選 手 権 大 会 
11月10日(金)

～13 日(月) 
京都市他 27 奈良県・佐藤薬品工業株式会社 

第 62 回 

中部日本都市対抗軟式野球大会 
11月10日(金)

～13 日(月) 
名古屋市 13 愛知県・医療法人 和合病院 

スポニチ杯 

第 1回全日本軟式野球大会 
11月25日(土) 新宿区 4 愛知県・医療法人 和合病院 

NPB ガールズトーナメント 2017 
8 月 4 日(金) 

 ～9 日(水) 
さいたま市他 39 静岡県・静岡イーストエンジェルス 

日本スポーツマスターズ 2017 
9 月 15 日(金)

～18 日(月) 
姫路市他 32 神奈川県・横須賀クラブ 

第 39回 

全 国 中 学 校 軟 式 野 球 大 会 
8 月 18 日(金)

～21 日(月) 
宮崎市他 25 北海道・白老町立白翔中学校 

第 39 回 

全国スポーツ少年団軟式野球交流大会 
8 月 3 日(木)

～ 6 日(日) 
東松島市 16 福岡県・千代ウイングス 



国体総合成績（天皇杯得点） 

1 位 愛 知 県 74 点 5 位 石 川 県 42 点 

2 位 奈 良 県 66 点 6 位 北 海 道 34 点 

3 位 静 岡 県 58 点 7 位 大 阪 府 26 点 

4 位 大 分 県 50 点 8 位 埼 玉 県 18 点 

 

２.寄付金関係 

  公益目的事業実施のために 2各団体、3企業、1個人より寄付を受けた。  

(1) (公財)日本高野連・朝日新聞社 

(2) (公財)日本高野連・毎日新聞社 

(3) 株式会社 エス・エス・ケイ 

(4) ヤング㈱ 

(5) 株式会社共同写真企画 

(6) 石原廣士 

３.助成金関係 

次の事業実施に際し、6団体より助成金の交付を受けた。 

(1)国体派遣役員旅費（日体協） 

(2)選手強化事業交付金＝平成 28 年度分＝（ＪＯＣ） 

    選手強化事業交付金＝平成 29 年度分＝（ＪＯＣ） 

(3)2016 年 U12 アジア選手権大会補助金 （ＪＯＣ） 

(4)少年野球振興事業助成 (ミズノスポーツ振興財団) 

(5)スポーツ普及奨励助成事業  (スポーツ安全協会) 

(6)スポーツ振興くじ助成（日本スポーツ振興ｾﾝﾀｰ） 

=指導者講習会事業及びﾄﾞｰﾋﾟﾝｸﾞ検査事業分= 

(7)ＷＭＧ2017 オークランド視察費（関西ＷＭＧ実行委員会） 

４.協賛金関係 

次のとおり、4団体、10 企業より協賛を受けた。 

(1)日本マクドナルド㈱より全日本学童大会の全国大会、支部大会、およびマクドナル

ド・カップ大会の実施等に対して協賛を受けた。 

(2)ＪＸＴＧエネルギー㈱より天皇賜杯大会の全国大会、支部大会への協賛を受けた。 

(3)全国労働金庫協会より「ろうきん杯」実施支部への協賛を受けた。 

(4)全日本学童大会に対し、全国新聞社事業協議会、東京新聞より協賛を受けた。 

(5)ミズノ㈱より全軟連に協賛を受けた。 

(6)㈱アシックスジャパンより全軟連に協賛を受けた。 

(7)（一社）日本野球機構より「NPB12 球団ジュニアトーナメント」および「NPB ガー



ルズトーナメント 2017」への協力に対し、協賛を受けた。 

(8)全日本中学女子大会に対し、佐川印刷㈱より協賛を受けた。 

(9)スポニチ杯大会に対し、エスピータック㈱、相双リテック㈱、㈱共栄社、武内プレ

ス工業㈱より協賛を受けた。 

(10) 横浜市より全日本少年大会に助成を受けた。 

 

５.協賛金・助成金交付 

次のとおり、協賛金・助成金を交付した。 

(1) 47 支部に対し、マクドナルド協賛金を交付 

(2) マクドナルド・カップ大会を実施した 26 支部に対し、助成金を交付 

(3) 47 支部に対して ENEOS 協賛金を交付 

(4) 天皇賜杯大会開催県の協賛協力金として ENEOS 協賛金を交付 

(5) ろうきん杯を実施した 5支部に対し、助成金を交付 

(6) 全日本少年大会に対し、スポーツ安全協会助成金を交付 

(7) 中学女子大会出場支部 37 支部に対し、助成金を交付 

 

６.ドーピング検査の実施 

次の 3大会にてドーピング検査を実施し、全て陰性であった。 

（1）第 72 回国民体育大会（4検体） 

（2）天皇賜杯第 72 回大会（8検体） 

（3）第 21 回西日本軟式野球選手権大会（4検体） 

イ．審判員等養成事業 

１．全国技術指導員研修会及び全国技術研修員講習会の実施 

 下表のとおり、事業を実施した。  

名 称 期 日 場 所 参 加 者 修了者 

北海道・東北地区 

技術指導員研修会 
3 月 4日(土)～2 日間 宮城県・仙台市 審判技術指導員 16 名 

 

関 東 地 区 

技術指導員研修会 
3 月 4日(土)～2 日間 埼玉県・さいたま市 審判技術指導員 30 名 

北信越・東海地区 

技術指導員研修会 
3 月 4日(土)～2 日間 岐阜県・大垣市 審判技術指導員 32 名 

近 畿 ・ 中 国 ・ 四 国 ・ 九 州 地 区 

技術指導員研修会 
3 月 4日(土)～2 日間 広島県・広島市 審判技術指導員 66 名 

技術研修員講習会 2 月 24 日（金）～3日間 埼玉県・さいたま市、川口市 審判技術研修員 39 名 10 名 

 

 



２．ブロック審判講習会の実施 

下表のとおり事業を実施した。 

ブロック 会期 会場 受講者 

北 海 道 5 月 19 日(金)～3 日間 北海道・伊達市 32 名 

東 北 3 月 18 日(土)～3 日間 福島県・福島市 39 名 

関 東 3 月 17 日(金)～3 日間 埼玉県・さいたま市 40 名 

北 信 越 10月 20日(金)～3日間 新潟県・上越市 41 名 

東 海 11月 18日(土)～3日間 岐阜県・大垣市 23 名 

近 畿 11月 17日(金)～3日間 滋賀県・近江八幡市 34 名 

中 国 3 月 24 日(金)～3 日間 鳥取県・米子市 35 名 

四 国 10月 20日(金)～3日間 香川県・高松市 16 名 

九 州 3 月 17 日(金)～3 日間 鹿児島県・鹿児島市 16 名 

指導員研修員数 

北海道、栃木、東京、神奈川、愛知、大阪、兵庫各 5名（一般登録 2千以上） 

茨城、群馬、埼玉、千葉、長野、静岡、岐阜、広島各 4名(一般登録 1千以上) 

他各 3名 

ウ．公式軟式野球規則制定・頒布及び公認野球規則頒布事業 

１．競技者必携 

支部その他に、64,839 部を有償、無償で 57 部を頒布した。 
 

２．公認野球規則 

支部、その他に 50,573 部を有償、無償で 27 部を頒布した。 

Ⅱ.（公２）軟式野球競技を普及するための助成及び広報事業 

ア．各種軟式野球大会普及促進助成事業 

１．関係団体助成金 

軟式野球競技普及に対する助成金として下記９団体に交付した。 

 

全日本大学軟式野球協会 

公益財団法人日本高等学校野球連盟 

全国高等学校定時制通信制軟式野球連盟 

全日本ろう社会人野球連盟 

全国官公庁野球連盟 

全日本女子軟式野球連盟 

全国専門学校野球連盟 

全日本還暦野球連盟 

アオダモ資源育成の会 



２．各種全国大会等後援関係 

軟式野球の全国的な組織を主催者とする団体等に対し、以下の 25 事業を後援した。 

(1)  全日本大学準硬式野球選手権大会、全日本大学選抜準硬式野球大会、 

全日本大学 9ブロック対抗準硬式野球大会 

(2)  全国専門学校軟式野球選手権大会 

(3)  全国高等学校軟式野球選手権大会 

(4)  全日本ろう社会人軟式野球選手権大会 

(5)  全国高等学校定時制通信制軟式野球大会 

(6)  (公社)少年軟式野球国際交流協会 世界大会 

(7)  全日本大学女子野球選手権大会 

(8)  全日本女子軟式野球選手権大会、全日本女子軟式野球学生選手権大会 ＊共催 

(9)  全国青年大会 

(10)  全日本古希軟式野球大会 

(11)  全日本シニア軟式野球選手権大会 

(12)  全日本実業団野球全国大会 

(13)  全日本選抜還暦軟式野球大会、全日本還暦軟式野球選手権大会 

(14)  （一財）世界少年野球推進財団 世界少年野球大会 

(15)  高野山旗学童軟式野球選手権大会 

(16)  毎日新聞社 くりくり少年野球選手権大会 

(17)  親子ふれあいトスベースボール大会 

(18)  全国官公庁野球大会 

(19)  15U 全国 KWB野球選手権大会 in 伊豆、15U 全国 KWB野球秋季大会（男子の  

部・女子の部） 

(20)  水戸市長旗東日本少年軟式野球大会 

(21)  ダイワハウス全国少年少女野球教室 

(22)  ＭＬＢドリームカップ 2017 

(23)  全国ガス野球大会 

(24)  ポップアスリートカップ学童軟式野球全国大会 

(25)  全国 500 歳野球大会 

 

イ．スポーツ指導者養成事業 

１．日本体育協会公認コーチ養成軟式野球専門科目講習会 

受講生 42 名（専門科目修了者は 39 名）を集め実施し、全日程を終了した。 

前期：11 月 18 日（土）～19 日（日）大阪市・ホテルロッジ舞洲、舞洲中央運動場 

後期：12 月 8 日（金）～10 日（日） 吹田市・さんくすホール、大和大学 

２．助成金 

日体協より、スポーツ指導者養成事業交付金（H28 年度分）、公認コーチ養成専門科



目講習会委託金（H28 年度分）の助成を受けた。 

 

３．成長期のスポーツ障害予防・指導者講習会 

成長期のスポーツ障害予防・指導者講習会として、チーム指導者及び連盟役員に対し

下表のとおり実施、1502 名が受講、修了した。 

 

 開催地 日程  会場 受講者数 

北海道 苫小牧 11 月 18 日（土） スキルアップセンター苫小牧 73 

関東 群馬 11 月 26 日（日） ALSOK ぐんま総合スポーツセンター 125 

北信越 長野 11 月 26 日（日） 塩尻総合文化センター 107 

東海 静岡 11 月 26 日（日） 産業大学磐田キャンパス体育館 212 

四国 徳島 2 月 26 日（日） 鳴門・大塚スポーツパーク 70 

中国 岡山 11 月 26 日（日） 総社市スポーツセンター 129 

九州 宮崎 1 月 8 日（日） KIRISHIMA ツワブキ武道館 92 

九州 福岡 11 月 23 日（木） 市立久留米商業高等学校メディアセンター 88 

東京 東京 1 月 21 日（土） 文京区民センター 74 

神奈川 神奈川 11 月 23 日（木） 茅ヶ崎総合体育館 87 

岐阜 岐阜 2 月 5 日（日） 美濃加茂市中央体育館 445 

＊参考 平成 28年度 実施済分 

 開催地 日程  会場 受講者数 

北海道 北見 11 月 27 日（日） 道立北見体育センター 40 

東北 青森 11 月 13 日（日） 八戸地域産業振興センター 126 

関東 神奈川 11 月 23 日（水） 茅ヶ崎総合体育館 107 

北信越 富山 12 月 4 日（日） 富山市民球場 会議室 232 

東海 愛知 12 月 11 日（日） ウイングアリーナ刈谷 93 

近畿 奈良 12 月 4 日（日） 橿原市中央公民館 70 

中国 鳥取 12 月 18 日（日） 鳥取県立米子産業体育館 129 

ウ．広報活動事業 

１．連盟ホームページの活用 

例年に引き続き、各種全国大会において試合速報を配信して、迅速な対応を図った。 

 

２．学童および少年向け広報誌の発行 

ベネッセ・コーポレーションの協力を得て、学童向けの広報誌を 1 回発行、各都道

府県支部の協力のもと、学童登録チームへ配布を行った。また、中学生向け広報誌を



新たに企画、中体連の協力を得て配布を実施した。配布に際し、広報活動事業に対し

て協賛を得た。 

  

  ３．Facebook による情報発信 

  各種大会、組み合わせ抽選会、講習会等の連盟の事業活動を、HP による発信を補完す

る形で、これまで以上に迅速な情報発信を行った。 

 

  ４．全日本学童、全日本少年大会における動画配信 

  全日本学童大会は準々決勝から決勝の 7試合、全日本少年大会は決勝戦で、それぞれ

インターネット動画配信を実施した。 

Ⅲ.（収１）野球用具検定事業 

 1.公認用具の普及 

全国高等学校軟式野球選手権大会へ使用球 10 ダースを提供した。また、公認ボール

の普及促進のため、支部公認球購入費助成として助成金を交付した。 

Ⅳ．（収２）不動産賃貸事業 

軟式野球会館の軟式野球会館の１階、２階、５階スペースを賃貸。 

 

Ⅴ．（収３）物品販売事業 

役員帽子、ベルト、ワッペン等の制定物品を販売。 

 

 


